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今回は研修報告です… 

１０月２０日から22 日に京都みやこめっせで開催された部落解放研究第48 回全国集会と、１１月７日に出雲

市で開催された島根県高等学人権・同和教育研究大会に参加しました。 

その１＊部落解放研究第48回全国集会 

◆第1 日目 

秋の京都は…雨。 

京都駅からすでに参加者の流れがあり、満員バスにゆられて、ようやくたどり着いた全体会の会場は、座席がな

いほどの人で埋め尽くされていました。「…３７都府県から5,500 人の参加者あり」というアナウンスがありまし

た。シンポジウムでは‘ヘイトスピーチ’が取り上げられ、中学生をも巻き込んで差別発言をしている在特会の画

像にハッとしました。また 2009 年に在特会が京都朝鮮初級学校を襲撃した時には、知恵を絞って子どもたちを

守った様子を先生が話されました。 

“表現の自由”を楯に、誰かを追い込んだり、子どもたちを恐怖におとしいれてもよいものなのか？間違った権

利の使い方で、他者の権利（人格権）を侵害してしまうことに気づく冷静さが必要だ！と強く思いました。それに

しても、ヘイトスピーチのすさまじさに、身近にはないけれど、皆で考えなければいけない深刻な問題だと実感し

ました。 

◆第2 日目 

 昨夜の大雨が止み、雲間から陽光が射すと汗ばむほど。 

分科会は各会場に分かれていましたが、やはりほとんど満席でした。今回の研修目的は「水平社宣言についての

資料収集」であったため、「入門・時事・歴史部会」に参加しました。午前中、部落史の起源や差別戒名についての

講義がありました。そして午後には、水平社博物館館長が、水平社宣言の世界記憶遺産登録について、登録手続き

の難しさを中心に話されました。 

昼休みには、向かいの京都会館広場前の横道に、いかにも参加者らしき人が出入りしている姿を発見。入ってみ

ると…全国水平社創立の地、京都市岡崎公会堂の跡地でした（写真の碑）。 

 

 
 

 



◆第3 日目 

 帰りの列車の前に、全国水平社創立宣言の特別展が開催されていた柳原銀行記念資料館に向かいました。柳原銀

行は、産業振興によって部落の解放を成し遂げようと、崇仁地区の地元有志によって同和地区内に明治3２年に設

立された銀行で、現在は人権啓発の資料館となっています。そして、世界遺産登録を目指す関係資料のひとつ、“全

国水平社創立大会参加を呼びかける2 枚のビラ”が、この地区にある崇仁小学校で発見されたそうです。 

この小学校の前身、柳原尋常小学校で発起者のひとりの桜田規矩三さんが、品行方正・学業優秀として校長先生

から絶賛されている資料が印象的でした。 

 水平社宣言の成立には、銀行などの設立によって、自ら地域発展に尽くそうという自治の土壌があり、それを受

け継ぎ立ち上がる人間を育てる教育の重要性があったことがよく分かりました。 

 

その２＊島根県人権・同和教育研究大会 

ファシリテーター養成師、ちょんせいこさんによる講演は、全員にホワイトボードが配られ、次々と周りの人と

やりとりしていく実践的なものでした。コミュニケーション能力が重視される昨今ですが、クラスでも大声で話す

子にその能力があるかというと、そうではなくて、大人しい子も自分の気持ちを発言した時に、「対等のコミュニケ

ーション」が成立するそうです。そしてこの力をつけるために、ホワイドボードが有効に活用されていました。 

さらに対等なコミュニケーションができているクラスは、互いを元気づけられる良好なコミュニケーションへと

発展し、思いやりのあるクラスになるそうです。 

コミュニケーション能力は、話すよりも“聞く力”が大切なこと、そして粗暴な言動で相手にイヤな思いをさせ

るコミュニケーションではなく、相手の「心の体力」をアップして、互いが元気になれるものが本もののコミュニ

ケーションではないだろうかと思いました。 

 分科会では２つの報告を聞きました。 

本校とも交流がある益田養護学校高等部では、生徒一人ひとりの特性をふまえて、先生による一方的な指導では

なく、自己理解を深めさせることで、本人自身による自己決定力をつけて進路決定へとつなげるという、個々に応

じた丁寧な進路学習がなされていました。 

 また、出雲工業高校保健部長の先生からは、生徒が安心して学べる環境づくりをめざして、学校全体で取り組む

校内支援体制づくりの報告がありました。その報告を聞きながら、何とかしたいという先生の熱意に感じ入りまし

た。 

（文責 有川哲子） 

✿お知らせ✿        「地球のステージ☆翔陽公演」 

日にち：12 月5 日（金）１３：００～１５：１０（開場１３：００） 

場 所：益田翔陽高校 体育館（入場無料です） 

内 容：国際紛争や東日本大震災で、医療活動をとおして直接当地を体験されている医師

の桑山さんが、歌と映像で分かりやすく現状を教えてくれます。涙なしには見られない、たいへ

ん感動するステージです！平日ではありますが、ぜひお越しください。いっしょに感動を体験し

ましょう！！ 


